
1

まほろば顧問　宮下  洋子

前
号
の
ま
と
め

１
，
現
代
社
会
が
、
お
金
が
な
け
れ
ば
生
き
て

い
か
れ
な
い
資
本
主
義
の
構
造
原
理
の
中
に

完
全
に
組
み
込
ま
れ
、
生
存
の
自
由
さ
え
制

限
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
来
て
い
る
こ

と
。

２
，
そ
れ
は
、
民
主
主
義
も
、
共
産
主
義
も
、

社
会
主
義
も
、
宗
教
も
、
科
学
も
、
国
家
も

民
族
も
超
え
た
「
現
代
世
界
全
体
の
構
造
的

原
理
」
で
あ
る
こ
と
。

３
，
士
族
や
部
族
を
経
済
単
位
と
し
た
「
原
始

共
産
制
社
会
」
で
は
、食
料
の
調
達
手
段
は
、

狩
猟
採
集
で
あ
り
、
共
同
の
生
産
と
平
等
の

分
配
が
こ
の
共
同
体
の
基
礎
だ
っ
た
こ
と
。

そ
れ
は
、
生
産
力
が
低
く
、
生
産
手
段
（
土

地
や
生
活
資
源
）
の
共
有
と
、
協
業
と
、
相

互
扶
助
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
活
が
成
り

立
つ
と
言
う
貧
し
さ
の
中
か
ら
、
自
然
発
生

的
、
必
然
的
に
生
ま
れ
た
社
会
で
あ
っ
た
こ

と
。

４
，
食
料
の
調
達
手
段
が
狩
猟
採
集
か
ら
農
耕
・

牧
畜
に
移
行
す
る
と
、
生
産
力
が
発
展
し
、

そ
れ
と
共
に
、
私
有
財
産
が
発
生
し
、
そ
れ

が
あ
ら
ゆ
る
不
平
等
の
起
源
で
あ
る
こ
と
。

性
差
別
も
、
起
源
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
―
２
の
ま
と
め

１
，
私
有
財
産
の
無
い
「
原
始
共
産
制
社
会
」

で
の
分
業
は
、
そ
の
役
割
に
軽
重
は
な
く
、

助
け
合
い
の
中
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た

合
理
的
な
役
割
分
担
で
あ
っ
た
こ
と
。

2
，
私
有
財
産
が
発
生
し
、
集
団
の
規
模
が
拡

大
す
る
と
、
分
業
は
、
生
産
力
を
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、単
な
る
役
割
分
担
で
は
な
く
、

差
別
の
発
生
源
に
も
な
っ
た
こ
と
。

3
，
私
有
財
産
は
、
必
然
的
に
相
続
と
言
う
必

要
性
を
産
み
、
家
父
長
制
社
会
を
形
成
し
、

男
女
差
別
も
生
み
出
し
た
こ
と
。

4
，
私
有
財
産
と
分
業
は
、
階
級
社
会
や
、
奴

隷
制
社
会
も
生
み
出
し
た
こ
と
。

5
，
最
終
的
に
は
、
王
と
貴
族
に
よ
っ
て
統
治

さ
れ
た
、
強
大
で
封
建
的
な
中
央
集
権
国
家

が
、
商
人
と
結
び
つ
い
て
、
世
界
に
も
進
出

し
、
有
色
人
種
の
国
々
を
次
々
と
侵
略
、
植

民
地
化
し
、
奴
隷
化
し
て
搾
取
と
隷
属
を
強

制
し
、
強
大
な
帝
国
主
義
国
家
を
作
り
あ
げ

た
こ
と
。

6
，
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
効
率
化

と
、
大
規
模
化
が
図
ら
れ
、
急
激
に
富
の
集

積
が
進
み
、
資
本
家
と
労
働
者
と
言
わ
れ
る

階
級
が
生
ま
れ
た
こ
と

7
，
生
産
手
段
を
持
て
る
資
本
家
と
、
持
て
な

い
労
働
者
階
級
、
雇
う
人
と
雇
わ
れ
る
人
の

間
に
は
、
そ
こ
に
は
善
意
や
道
徳
、
人
間
関

Ⅳ
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係
を
超
え
た
、
構
造
的
に
決
定
的
な
差
異
と

利
益
相
反
が
厳
然
と
し
て
あ
り
、
分
配
は
不

平
等
で
あ
る
こ
と
。

8
，
雇
用
は
労
働
力
の
商
品
化
で
あ
り
、
生
殺

与
奪
の
権
は
資
本
家
階
級
が
握
っ
て
お
り
、

雇
わ
れ
る
と
い
う
事
は
、
自
由
と
平
等
を
お

金
で
売
る
と
い
う
こ
と
。

9
，
複
雑
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
階
層
構
造
の
頂

点
に
い
る
の
は
、
国
際
金
融
資
本
家
と
呼
ば

れ
て
い
る
人
た
ち
で
、
あ
ま
り
に
も
階
層
構

造
が
複
雑
で
、
て
っ
ぺ
ん
が
見
え
な
く
な
っ

て
い
る
け
れ
ど（
だ
か
ら
、デ
ィ
ー
プ
ス
テ
ー

ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）、
こ
の
世
界
を
支

配
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
事
。

10
，
社
会
主
義
革
命
の
立
役
者
は
、
労
働
者
階

級
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
組
織
し
、

扇
動
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
た
の
は
、

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
「
史
的
唯
物
論
」
に

影
響
を
受
け
た
イ
ン
テ
リ
階
級
で
あ
り
、
武

器
を
供
給
し
、経
済
的
支
援
を
行
っ
た
の
は
、

ユ
ダ
ヤ
の
財
閥
だ
っ
た
こ
と
。

11
，
社
会
主
義
革
命
に
よ
っ
て
、
土
地
を
国
有

化
し
、
生
産
手
段
を
独
占
し
、
権
力
を
集
中

さ
せ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
決
し
て
労
働
者

階
級
の
味
方
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
が

証
明
し
て
い
る
こ
と
。

12
，
貧
し
い
人
た
ち
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
見

て
、
封
建
的
な
中
央
集
権
国
家
を
打
倒
す
る

為
に
、
財
閥
―
今
日
の
国
際
金
融
資
本
―
に

利
用
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
―
３
の
ま
と
め

１
，
交
換
価
値
と
し
て
誕
生
し
た
お
金
が
、
頭

の
良
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
金
本
位
制
が
廃

止
さ
れ
、
実
体
経
済
以
上
に
お
金
を
増
刷
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
銀
行
や
、
証
券
会
社
、

不
動
産
業
に
よ
っ
て
、
お
金
が
お
金
を
生
む

仕
組
み
が
作
り
だ
さ
れ
た
こ
と
。

2
，
金
融
資
本
主
義
と
言
う
の
は
、
人
も
会
社

も
、
国
も
、
信
用
と
、
契
約
と
、
投
資
と
利

子
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
、
バ
ブ
ル
が
生
み

出
す
不
労
所
得
で
食
べ
て
い
け
る
、
上
流
階

級
と
、
格
差
社
会
を
必
然
的
に
作
り
出
し
た

こ
と
。

3
，
そ
れ
は
、「
持
て
る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、

持
た
ざ
る
者
は
ま
す
ま
す
貧
窮
す
る
」
と
い

う
仕
組
み
で
あ
り
、
こ
の
、
金
融
資
本
主
義

と
い
う
構
造
的
仕
組
み
は
、元
を
た
だ
せ
ば
、

人
が
人
を
雇

う
と
い
う
雇

用
と
言
う
仕

組
み
に
出
発

点
が
あ
る
こ

と
。

　

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
金

融
資
本
主
義
と
い
う
構
造
的

仕
組
み
の
中
で
、
身
動
き
が

取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
　

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
、
こ
の
社
会
を
変
え
、

自
由
と
平
等
の
平
和
な
社
会

を
作
っ
て
行
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
競

争
原
理
の
温
床
で
あ
る
私
有
財
産
を
廃

止
し
、
共
産
制
社
会
を
構
築
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
成
功
し
な

い
こ
と
は
、
歴
史
が
検
証
済
み
で
す
。

ロ
シ
ア
も
中
国
も
、
停
滞
す
る
経
済
を

活
性
化
す
る
為
に
、
私
有
財
産
を
容
認

し
、
資
本
主
義
の
競
争
原
理
を
導
入
し

て
き
ま
し
た
。
人
は
、
公
共
の
為
だ
け

に
一
生
懸
命
働
か
な
い
と
い
う
事
が
分

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
私
有
財
産
を
廃
止
し
、
土
地

や
建
物
、
機
械
類
な
ど
、
生
産
手
段
を

国
有
化
す
る
こ
と
が
、
平
和
な
原
始
共

産
制
社
会
に
戻
る
事
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
社
会
で
、
国
民
の
財
産
を
国
有
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
人
の
私
有

財
産
を
集
積
し
、
国
家
の
私
有
財
産
に

す
る
と
言
う
事
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
私
有
化
の
極
致
で
あ
り
、
国
家
権

力
の
強
大
化
で
あ
り
、
一
党
独
裁
の
中

共
の
よ
う
な
社
会
主
義
国
家
で
は
、
資

本
主
義
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
と
は
い

え
、
個
人
の
自
由
と
民
主
主
義
は
蹂
躙

さ
れ
、
命
さ
え
保
証
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
有
と
自
由
競
争
が
許
さ
れ
る
の
は
、

強
大
な
国
家
権
力
に
抵
触
し
な
い
範
囲

で
、
国
家
の
生
産
力
や
技
術
、
経
済
力

の
発
展
に
寄
与
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
で

す
。

　
ま
た
、
原
始
共
産
制
社
会
で
は
、
土

地
や
生
産
手
段
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と

書
き
ま
し
た
が
、
厳
密
に
言
う
と
、
違

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
古
代
人
の
精
神

に
な
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
土
地
は
、

神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
、
天
与
の
自
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然
で
あ
り
、
誰
に
も
ど
こ
に
も
属
さ

な
い
も
の
で
、
所
有
と
言
う
概
念
さ

え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
こ
を
間
違
え
る
と
、
社
会
主
義

革
命
に
よ
る
国
有
化
、
共
有
化
が
正

当
化
さ
れ
、
共
産
主
義
ユ
ー
ト
ピ
ア

論
に
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
原
始
共
産
制
社
会
の
規
模

は
小
さ
く
、
何
十
人
か
単
位
の
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
寿
命
は
、
30
才
か
ら
50
才
く
ら
い

と
言
わ
れ
、
食
料
を
確
保
す
る
た
め

に
、
全
員
が
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
、

生
き
て
行
か
れ
な
い
貧
し
さ
の
中
に

あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
縄
文
時
代
に
は
、
狩
猟
、

採
集
ば
か
り
で
な
く
、
栗
や
豆
類
な

ど
、
あ
る
程
度
の
栽
培
が
行
わ
れ
、

3
万
8
千
年
年
か
ら
1
万
6
千
年
く
ら

い
ま
で
（
諸
説
あ
り
）、
水
稲
技
術
の
伝

来
以
前
か
ら
、
長
期
に
わ
た
り
、
定
住

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の

分
業
と
、
統
率
者
も
い
た
よ
う
で
す
。

　
規
模
が
小
さ
く
、
貧
し
く
、
生
産
力
が

低
い
社
会
で
は
、
種
族
の
存
続
と
繁
栄
が

第
一
義
で
あ
り
、
助
け
合
っ
て
懸
命
に
働

く
し
か
選
択
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
有
財
産
の
発
生
は
、
水
稲
技
術
の

伝
来
以
後
に
起
き
ま
し
た
。
私
有
財
産

の
発
生
は
、
農
耕
や
、
牧
畜
な
ど
が
始

ま
り
、
さ
ら
な
る
分
業
に
よ
っ
て
、
生

産
力
が
発
展
し
、
社
会
が
豊
か
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。
人
口
も
急
激
に
増
え

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
集
団
の
規
模
が
増

大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
全
体
が
見
え
づ

ら
く
な
り
、
競
争
や
争
い
も
起
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
徳
だ
け
で
、
個
人
が
統

率
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
あ
る
程
度
の
組
織
力
と
武
力
を
持
っ

た
、
権
力
構
造
の
誕
生
は
必
然
で
し
た
。

地
方
豪
族
の
誕
生
で
す
。
さ
ら
に
そ
れ

ら
を
統
一
し
、
統
率
す
る
国
家
も
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
弱
者
や
、

女
性
に
対
す
る
差
別
も

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
別
の
角
度
か
ら
見
る

と
、
こ
の
段
階
で
、
生

活
の
糧
を
生
産
す
る
生

産
者
と
、
生
産
し
な
い

で
、
消
費
す
る
だ
け
の

消
費
者
に
分
離
が
始

ま
っ
て
い
た
の
で
し

た
。

　
私
有
財
産
が
発
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分

業
に
よ
る
役
割
分
担

が
、
身
分
格
差
に
発
展

し
、
さ
ら
に
は
、
土
地

か
ら
離
れ
た
消
費
す
る

だ
け
の
階
級
も
作
り
出

し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
本
当
に
理
想
社
会
を

築
こ
う
と
思
え
ば
、
こ

こ
ら
あ
た
り
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

深
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す

次
回
に
続
く


